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医療介護関係者向け研修について 

１ 研修内容について                                       
※ 別紙１「カリキュラム」をご参照ください。 
（１）第 1 部 ＡＣＰの基礎知識について 
 ・  講師：稲葉委員 

 講義時間：約 75 分 
 配信形式：オンデマンド動画配信（事前聴講） 
 配信期間：令和３年２月１３日（土）～令和３年２月２８日（日） 

 
（２）第２部 現場におけるＡＣＰの実践に向けて 

 講師：＜座長＞新田先生 
   稲葉先生、西田先生、川﨑先生 

 講義時間：90 分（１事例につき４０分×２事例） 
 配信形式：Web 会議アプリによるリアルタイム・オンライン講義 
 開催日程：令和３年２月２８日（日）14 時 30 分から 16 時 
 講義形式：リアルタイムオンライン配信 
 事例テーマ  

事例１ 認知症のある方のＡＣＰについて 
    事例提供者 西田委員 
事例２ 病院内における事例 
    － 医療提供者の方針と本人や家族の意向が沿わない場合の事例 ― 

        事例提供者 川﨑委員 
 
２ 今後のスケジュール                                    
（１）事前聴講講義資料及び講義動画撮影＜稲葉先生＞ 

・動画撮影日：１月２９日（金曜日） 
・投影用データ：撮影日まで 

（２）２月２８日事例紹介講義の資料について 
  ・テキスト用スライドデータ提出締切：令和３年１月２５日（月曜日） 
  ・投影用データ提出締切：令和３年２月２２日（月曜日） 
 
３ 第 5 回部会検討事項                                    
（１）２月２８日（日）リアルタイムオンライン講義の実施方法について 
  【案１】都内スタジオ（四ツ谷駅近辺）に集合いただき座談会形式でその様子を撮影し配信 
  【案２】各所からＷｅｂ会議アプリにアクセスいただき配信 

※受講者からの反応（質疑等）は、【案１】の場合チャットのみで、【案２】の場合チャット及び音声
でコンタクトをとっていただくこととなります。 

資料７ 



資料７別紙１

主 な 内 容 講 師（敬称略）

約７５分

ＡＣＰの基礎知識について
①なぜACPなのかー現実の必要性
②ACPとはなにか
　ーうまくいかなかった理由
③法的な観点から
④ 倫理的な観点から
⑤東京都在宅療養推進会議の考え方、
　ＡＣＰ普及啓発冊子の考えの流れ
⑥気をつけたいことと、重要なこと

稲葉 一人(中京大学法務総合教育研究機構 教授)

主 な 内 容 講 師（敬称略）

14:30～14:35(5) 挨拶 東京都福祉保健局

14:35～15:55(80)

ＡＣＰの事例紹介
 ＡＣＰの実践について理解していただ
けるよう、複数の事例により具体的なＡ
ＣＰの取り組み方を紹介します。
➤２事例
　１事例につき４０分
➤時間配分内訳
　事例紹介１０分
　委員によるディスカッション２０分
　質疑応答１０分

＜座長>新田 國夫(東京都在宅療養推進会議 会長)

稲葉 一人(中京大学法務総合教育研究機構 教授)

川﨑 志保理(順天堂大学医学部・大学院医学研究科 先任准教授)

西田 伸一(東京都医師会理事/西田医院 院長)

15:55～16:00(5) 全体総括 新田 國夫(東京都在宅療養推進会議 会長)

令和2年度 東京都アドバンス・ケア・プランニング取組推進研修カリキュラム

専用サイトにて、講義動画を配信

Web会議システムを使用し、オンライン形式で開催（Ｒ３年２月２８日 14：30～）


